












。Th と『ケルン ・ 南條本』（Kn）を比較対照し
ながら訳注研究を進めたところ、「遊び道具」を意味する語に２つの語形が
存在することに気づいた。すなわち、中期インド ・ アーリヤ語（MIA）的







　辻が指摘するように、O には多くの MIA 的な語彙 ・ 語形 ・ 語法等が散
見される。一般に MIA 的要素は古典期 Skt. 的要素よりも古く、Skt. 化さ
れる以前の要素の残存と見做されている
５）
。本稿は Th（≒O）と Kn におけ
る krīdāpana（ka）- / krīdana（ka）- の出典 ・ 分布状況を精査し、法華経成立 ・
伝承過程の解明に資する一視座を得ることを目指す。
　第２章では、この MIA 的な語形 krīdāpanaka- と古典期 Skt. 語形







の用例を見る。次に Th と Kn における krīdāpana（ka）- / krīdana（ka）- の２
語形の用例を以下の５つに分類した：① Th と Kn 対応箇所がともに
krīdāpana（ka）- である用例（→2. 1節）；② Th krīdāpana（ka）- に対する Kn
対応箇所が krīdana（ka）- である用例（→2. 2節）；③ Th krīdāpanaka- に対
する Kn 対応箇所の語彙がない用例（→2. 3節）；④ Th と Kn 対応箇所が
ともに krīdana（ka）- である用例（→2. 4節）；⑤ Kn krīdāpita- の用例（→2. 
5節）。これらについては以下で議論する。2. 1-2. 5節の分類に従って、O（≒




２　krīdāpanaka-、krīdanaka- の出典 ・ 分布状況
　Th および Kn の用例検討に入る前に、通常の Skt. 文献での用法を確認
する。通例、Skt.文献ではkrīdanaka-を用いる（PW II 502）。例えばMBhār
には一貫して krīdanaka- が用いられている：
MBhār III 220,20 yāni krīdanakāny asya devair dattāni vai tadā / 




MBhār III 31,36 samprayojya viyojyāyam kāmakārakarah prabhuh /







MBhār XII 171,21　aho nu mama bākiśyam yo ’ham krīdanakas tava /




　この他には、例えば Śak にも krīdanaka- が用いられている：
Śak 295,2　 // iti krīdanakam ādatte //
「と［言って］、少年は遊び道具を取る。」
Śak 287,5　 abaram de kīlanaam daissam / 
（aparam te krīdanakam dāsyāmi / ）
「私は君に、他の遊び道具をあげましょう。」
　Śak 295,2はト書きの部分である。Śak 287,5は女中の台詞であって Pkt．
で書かれているが、kīlanaam の背後には古典期 Skt. 語形 krīdanakam が想
定される。







。SP では Th 偈文 ・ 散文、および
Kn 偈文にも用例が確認される（後述）。恐らく krīdāpanaka- の使用は、そ
の文献の MIA 的性質を示唆するものである。
2. 1　Th と Kn 対応箇所がともに krīdāpana（ka）- である用例
　Th に krīdāpanaka- があり、そこに対応する Kn の箇所が krīdāpanaka-
である用例は、以下の偈文のみに見られる：
（2. 1-1a） Th III 98a3f.  yadā ca narakebhya cyutā bhavamti  
中央アジア系写本の梵文「法華経」における krīdāpanaka- について（西）
（ 4 ）
tīrya（g）gatau te punar eva yānti ·  
śvā=［4］nā（h） śrgālā（ś） ca bhavamti  




（2. 1-1b） Kn III 94,5f.  yadā ca narakesu
９）
 cyutā bhavanti  
tataś ca tiryaksu vrajanti bhūyah / 
  ［6］sudurbalāh śvānaśrgālabhūtāh  









（2. 1-2a） Th III 92b3f.  śrnoti ca eti te a=［4］tra aurasā ·  
krrīdāpanai · krrīdaratīsu mattā ·
  te atra krrīdamti ramamti paricārayamti cā=［5］pi 













  ramanti te krīdanakapramattā
13）
  





　この箇所には Th ・ Kn ともにｂ句に krīdāpanaih が存する。SMS 写本群
の上掲並行句は Th ・ Kn と等しく krīdāpanaih と読むが、bc 句の読みを大
きく違える。ｂ句では、Th は krīdaratīsu mattā とする一方、Kn は
krīdanasaktabuddhīn とする。
　Kn はｃ句に krīdana- の読みを持つが、krīdāpana- と krīdana- の２語形
が共存する詩句は、Kn / SMS 写本群の中では III 63のみで、特異な用例で
ある。ｃ句では、Th は krīdanti ramanti paricārayanti の定型句を用いて
いるが、Kn は ramanti te krīdanakapramattā と類義語の反復を避けた表現
となっている。
2. 2　Th krīdāpana（ka）- に対する Kn 対応箇所が krīdana（ka）- である用例
　Th に krīdāpana（ka）- があり、そこに対応する Kn の箇所が krīdana（ka）-
である用例は散文に限り、以下の10の用例がある：















 krrīdāpanakai（72,13 krīdanakaih）; 
89a5（82 ,2）、III 79b6 krrīdāpanaheto（74 ,6 krīdanahetoh）; 80a1 
krrīdāpanakānām（74,8 krīdanakānām）ある（カッコ内は Th の Kn 対応
箇所）。
　以上の用例箇所を通覧すると、ほぼ一貫して O（≒Th）散文は krīdāpana
（ka）- を、Kn 散文は krīdana（ka）- を用いていることが分かる（→表１）。
この例外が１つ存するが、これは2. 4節で扱う。
2. 3　Th krīdāpanaka- に対する Kn 対応箇所の語彙がない用例
　Th に krīdāpanaka- があり、そこに対応する Kn の箇所に期待される
krīdanaka- の語がない用例は散文に１箇所のみ見られる：
（2. 3） Th III 79b4f.  yān
15）
 yusmākam istāni kāntāni priyā=［5］ni 





　　　 Kn III 74,5f.  yāni bhavatām istāni kāntāni priyāni manaāpāni 







　加えて O（=Th）を除き、SMS 写本群の当該箇所には krīdāpanakāni が
存しない（SMS III 206）（→表１ Th 散文 krīdāpanakāni）。すなわち、上
掲箇所に krīdāpanakāni の語を持つのは O（＝Th）のみである。SMS 写本
群は Kn と同様の読みを示し、Kn とともに「遊び道具（krīdāpanaka- ない
しkrīdanaka-）」の語を欠いている（SMS III 206）。O（＝Th） krīdāpanakāni
は孤立している。
2. 4　Th と Kn 対応箇所がともに krīdana（ka）- である用例
　Th とそこに対応する Kn の箇所がともに krīdana（ka）- である用例は、
以下の偈文と散文に１箇所見られる：
（2. 4-1a） Th III 93a3f.  te codayamtā iti bālabuddhayah  
kumārakāh krrīdanakaih pramattāh
  na ［4］centayamti pitaram bhanantam  




（2. 4-1b） Kn III 87,1f.  te codyamānās tatha bālabuddhayah  
kumārakāh krīdanake pramattāh /
  ［87,2］na cintayante pitaram bhanantam  









。Th 偈文が古典期 Skt. 語形 krīdanaka- を用いるのは、こ
の１箇所だけであるが、MIA 的な語形 krīdāpanaka- を用いていないことに
ついては一考を要する。
　また散文中に１箇所のみ以下の用例がある：





（2. 4-2b） Kn XVIII 361,4f.　 yadi vā sudharmāyām devasabhāyām 
devānām ［5］trāyastrimśānām dharmam 






　この箇所を除く Th 散文はすべて krīdāpana（ka）- のみを用いる（→2. 2
節）。krīdana-を用いる当該箇所は異例である（→表１ Th偈文krīdanakaih；
Kn 散文 krīdanake；krīdanāya）。
2. 5　Kn krīdāpita- の用例
　Kn には、一例のみであるが、krīdāpita- が在証される：








　古典期 Skt．であれば、通例 %krīd の caus. には krīdayati が用いられ、








　Skt. 文献では、管見の限り Rām に一例のみ、以下の用例が見出せる：
Rām VII 32,18　 brhatsālapratīkāśah ko ’py asau rāksaseśvara / 




　Kn XVII 347,5 krīdāpitāh や Rām VII 32,18 krīdāpayati は古典期 Skt. 的
な語形ではない。上掲の２用例の背景には、MIA 的な言語状況が存したと




表１．Th/Kn におけるMIA的な語形 krīdāpana（ka）-/古典期 Skt. 語
形 krīdana（ka）-出典箇所一覧。表中の（　）内は本稿の出典用例
箇所である。
分　類 語　形 Th 偈文 Th 散文 Kn 偈文 Kn 散文
MIA 的な語形　　
krīdāpanaih III 92b4（2. 1-2a）
III 86,5
（2. 1-2b）















krīdāpitāh XVII 347,5（2. 5）
古典期 Skt. 語形












krīdanakaih III 93a3（2. 4-1a） III 72,13
krīdanakānām III 74,8
krīdanakesu III 87,5
krīdanasaktabuddhīn III 86,5（2. 1-2b）
krīdanahetoh III 74,6
krīdanakapramattā III 86,6（2. 1-2b）
krīdāp- /
krīdana（ka）- 数 2／1 11／2 2／3 0／12
　上表より Th では krīdāpana（ka）- が、Kn では krīdana（ka）- が頻出する
ことがわかる。
　krīdāpana（ka）- は Th に13箇所（偈文に２箇所、散文に11箇所）、Kn に
中央アジア系写本の梵文「法華経」における krīdāpanaka- について（西）
（ 11 ）
２箇所（偈文のみ）に存する。Kn 散文に例外的に krīdāpitāh が１箇所に
ある。また krīdana（ka）- は Th に３箇所（偈文に１箇所、散文に２箇所）、
Kn に15箇所（偈文に３箇所、散文に12箇所）に在する。また、表１の最
後の行は krīdāpana（ka）- / krīdana（ka）- 数を示しているが、明らかに Th 




に頻出する krīdāpanaka- は、Pāli kīlāpanaka- に相当する MIA 的な語形で
ある。この語形は、Mv 散文や O（≒Th）散文 ・ 偈文、Kn 偈文で散見さ
れ、Kn 散文では全く存在しない（→2. 2節）。
　Th III 98a3f. に対応する Kn III 94,5f. の偈文ｄ句は paresa krīdāpanakā 
bhavanti であり、SMS 写本群は paresu krīdāpanakā bhavanti の読みを示
し、両者はほぼ一致する。当該箇所は、恐らく O を含む SMS 写本群が共
通して現存の形を採っていたと考えることができよう。
　一方、Th III 92b3f. に対応する Kn III 86,5f. の偈文では Th ・ Kn ともに
ｂ句に krīdāpana- を、Kn はｃ句に krīdanaka- を持つ。これは krīdāpana-
と krīdanaka- の２語形が同一偈文中に見られるという特異な用例である。
なお、この他に SMS 写本群でも Kn と同様ｂ句に krīdāpana- と krīdana-、




　また Th III 93a3 krrīdanakaih と Kn 対応箇所 III 87,1 krīdanake は、韻




　2. 4節に論じた Th XVIII 347b7 ＋krrīdanāya＝Kn XVIII 361,5 krīdanāya
は興味深い。Th 散文が古典期 Skt. 語形 krīdana- を用いるのはこの箇所の
みである。SMS 写本群でも Kn krīdanāya と読む（SMS IX 98）。Th（≒





　MIA 的な語形 krīdāpana（ka）- と古典期 Skt. 語形 krīdana（ka）- の出典箇
所について作表したところ、以下の３つが明らかとなった：① Th では
krīdāpana（ka）-、Kn では krīdana（ka）- が頻出する；② krīdāpana（ka）- が
Th 散文 ・ 偈文、Kn 偈文に表出している；③ Th krīdāpana（ka）- ➡ Kn 
krīdana（ka）- へと「遊び道具」を意味する語形が遷移している（→表１）。
　以上のことから、Mv や SP がもともと MIA 的言語状況下に編纂され、
中央アジア系伝本には全体的に、ネパール ・ チベット系伝本（O を除いた
Kn の読みに概ね等しい）には偈文部分に MIA 的要素が強く残存する一
方、ネパール ・ チベット系伝本散文は伝承過程で MIA 的要素を Skt. 化し
てきた、という作業仮説が考えられよう。
　O が独自に MIA 化したと想定するのは困難である。Kn XVII 347,5 
krīdāpitāh は、O（≒Th）に対応のない、Kn 独自の MIA 的要素である
（→2. 5節）。古典期 Skt. としては異例な形が二次的に混入したというより、
恐らく ramāpita-, jīvāpita- ともども、SP が本来、Pāli 語に類するような
MIA 的な言語状況下に編纂された事情を示唆すると考えると矛盾が少な
い。
　本稿は O と Kn における krīdāpanaka- 語形のみを検討しただけに過ぎな
中央アジア系写本の梵文「法華経」における krīdāpanaka- について（西）
（ 13 ）
い。今後は O だけでなく SP 諸写本全体に亘って、他の語彙 ・ 語形も一語
ずつ詳細に検討する必要がある。辻をはじめとする先行研究を念頭に置き、
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krīdanaka- without v.l. 74,8-9, Kn 75,4 （: M.°dāpanakāni, s. D. 56 n. 3）, Kn 76,11（辻
［1970: 11f.］）.





６） このほかに MBhār III 215,23；VII 75,20など。
７） MN I 266,14 kīlāpanakāni；MN I 384,14；24；29 kīlāpanako；MN I 384,18；385,1 
kīlāpanako；AN V 203,15 kīlāpanakāni. ほか DOP 217r、BHSD 197l、Cone 697r を
参照。
８） Mv II 434,1 dārakakrīdāpanakāni；II 434,2；3 krīdāpanakam；II 475,7 krīdāpanakāni；
II 479,15；17；488,20；III 16,3 krīdāpanako. 他方 krīdanaka- の用例は存しない。な
お付言すれば、他の初期大乗経典（AsP、Vkn、Dbh）や LV、Buddhacarita に
krīdāpana（ka）-、krīdana（ka）- の例は見られず、本稿の検討に寄与しない。
９） EDGERTON は cyavati が Skt. では（彼の知る限り Pāli でも）abl. を取ると説明す
る。但し、時折 loc. を取ることもあるとし、Kashgar（BHSG XXVIIl）では abl. を
取ると注意がある（BHSD 234r には用例として当該箇所を挙げている）。
10） Kn の脚注が、O は paresa とする一方、それ以外の写本は paresu と読むということ
には注意が必要である。このことは、O を除く SMS の集成した全 SP 写本（SMS 写
本群）が paresu krīdāpanakā bhavanti（ただし D1, F, M の欠損を除く）と読むこと
に一致する（SMS III 473）。
11） SMS 写本群（F, M は欠損）も krīdāpanaih と読む（SMS III 367）。
12） Knの脚注に異読を示す：Aはkrīdanaśaktabuddhīn；BとCbはkrīdanaraktabuddhīn；
K と W は krīdanasaktabuddhīn と読むとある。SMS 写本群（F, M は欠損）のうち
P3, T2-8はK, Wと同一句；C1-6, P1-2, N1-3, D1-3はB, Cbと同一句；A1-3はkrīdanakaprasaktān
と読む（SMS III 367）。
13） Kn の脚注に異読を示す：写本は krīdanakapramatān と krīdanakapramattān があ




14） O 77b4に krrīdāpanakaih の語は存しない。しかし Th は Kn を参考にしつつ、当該
対応箇所に krrīdāpanakaih を挿入している。
15） Th（= O）は yān とあるが、文脈上理解しがたい。ここでは O の誤写と考え、Kn 
yāni を参照して＋yāni と理解した。
16） SMS 写本群のうち O を含む17写本が krīdanakaih、B, R, T4-5, T8, A2が krīdanaka、
T9が krīdanakam と読み、C5, N3, F, M は欠損である（SMS III 373）。
17） SMS 写本群のうち K, C1-2; 4-5, B, R, P1-2, T2-9, A1; 3, N1-2, D1-3の当該箇所には krīdanāya が
見られ、C3, 6, A2, N3, F, M では欠損である（SMS IX 98）。
18） Cf. PW II 501. 例えば MBhār I 158,4 krīdayan striyah；IV 12,4 krīdayām āsa 
pāndavah；I 128,9 āśrame krīditam yat tu；III 145,43 krīditāny amaraprabhāhなど。
19） Cf. DOP 217r., Cone 696r. 例えば Jā II 142,27 samparivattakādikīlam kīlāpeti；VI 
458,12f. gāmanigamādīsu kīlāpento bārānasiyam uggasenarañño santike kīlāpetvā な
ど。
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